
令和 7 年度一般選抜（前期日程） 地学基礎・地学 標準解答例 

 
〔1〕 (20 点) 

 

問 1.   

(b)または(c) 

 

問 2.  

カリウム 水素 

 

問 3.   

(d) (a) 

 

問 4.   

(c) 

 

問 5.   

（計算過程） 

 

1.37×103 W/m2 ×(1.5×1011m/7.0×108m)2   

=6.3×107 W/m2 

 

 

 

（答え）6.3×107 W/m2  (6.3×107 W,  6.3×107 J も可) 

 

 

  

 

 

イ エ 
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〔2〕（35 点） 

 

問 1.  

SiO4四面体の２つの頂点の酸素が隣の四面体と共有され鎖状につながる。（35 文字） 

 

問 2.  

イオンの電荷が等しいことと，イオン半径が似ていること。（27 文字） 

 

問 3. 

(1)  

斑れい岩 

(2)  

カルシウムに富み，ナトリウムに乏しい 

(18 文字） 

 

問 4. 

(b) 

 

問 5. 

(1)  

多形（同質異像） 

(2)  

石墨 ダイヤモンド 

          あるいは，紅柱石，藍晶石，珪線石から２つ 

問 6.  

  

火成岩 変成岩 

花こう岩，玄武岩 片麻岩，ホルンフェルス 

 

 

 

 

 



 

〔3〕 (30 点) 

問 1.  

111 

 

問 2.   

（大きい） 海水 ＞ 陸水 ＞ 水蒸気 （小さい） 

 

問 3.   

氷床 湖沼水  

          （地下水なども正解） 

 

問 4.   

(陽イオン) マグネシウムイオン (陰イオン) 硫酸イオン 

        （Mg2+も正解）                           （SO42-も正解） 

 

問 5.   

（計算過程） 

 

(1.3×1021 ×10.6)/(40×1015×5.8×10-3) 

= 5.9×107 (年) 

 

 

 

 

（答え） 

5.9×107 (年) 

 

問 6. 

水に溶けた二酸化炭素は，水圏中で生物のはたらきなどによってカル

シウムイオンと結合し，炭酸塩を生成後に堆積して石灰岩となる他に，

水圏中で植物(藻類)などによる光合成により生成した有機物として，

堆積物中に取り込まれて固定される。 

     （２つの過程のうち，１つ記されていれば正解とする） 



 
〔4〕 (15 点) 

 

問１. 

 

問 2. 

 

 

( 地点 A ,  地点 B ) の方の風速が大きいと考えられる。 

 

理由 

 

地 点 B の 方 が 等 圧 線 の 間 隔 が 狭 く 気 圧 傾 度 力 

が 大 き い 。 中 緯 度 の 大 気 で は 気 圧 傾 度 力 と 転 

向 力 が つ り あ っ て お り ， 転 向 力 と 風 速 は 比 例 

関 係 に あ る 。 従 っ て ， 等 圧 線 の 間 隔 が 狭 い 地 

点 B の 方 が 風 速 が 大 き い と 考 え ら れ る 。   

                    

 

  



 

〔5〕(25 点) 

 

問 1. 

ア b イ m ウ n 

エ b オ f カ g 

     イが n でウが m の組み合わせも正解とする。 

問 2. 

(1) 

（計算過程） 

 問われている海水の部分の厚さを D, 温度上昇を Δ𝑇と書くと， 

𝑄 ൌ ൫海水の質量൯ ൈ ൫海水の比熱൯ ൈ ൫温度上昇൯ 

ൌ 𝜌ௐ ⋅ 𝐷 ⋅ 𝑆ா   ൈ  𝑐ௐ  ൈ  Δ𝑇 

ൌ 1.0 ൈ 10ଷ kg mିଷ ⋅ 2.0 ൈ 10ଷm ⋅ 5.1 ൈ 10ଵସmଶ ⋅ 4.0 ൈ 10ଷJ kgିଵKିଵ ⋅ 8 ൈ 10ିଶ K 

ൌ 326.4 ൈ 10ଶଵJ ൌ 3.3 ൈ 10ଶଷ J 

（答え）3.3 ൈ  10ଶଷ J 

 

(2) 

（計算過程）     1 年の秒数を Y とすると 𝑄 ൌ 20 𝑌 ⋅ 𝑆ா ⋅ 𝐹 である。したがって， 

𝐹 ൌ
𝑄

20𝑌 ⋅ 𝑆ா
ൌ

3.3 ൈ 10ଶଷ J
20 ⋅ 3.2 ൈ 10s ⋅ 5.1 ൈ 10ଵସmଶ ൌ 0.0101 ൈ 10ଶ ൌ 1.0 𝑊 𝑚ିଶ 

あるいは 

𝐹 ൌ
𝑄

20 ⋅ 𝑌 ⋅ 𝑆ா
ൌ
𝜌ௐ ⋅ 𝐷 ⋅ 𝑆ா   ൈ  𝑐ௐ  ൈ  Δ𝑇

20 ⋅ 𝑌 ⋅ 𝑆ா
ൌ
𝜌ௐ ⋅ 𝐷 ⋅  𝑐ௐ ⋅  Δ𝑇

20 ⋅ 𝑌
 

ൌ
1.0 ൈ 10ଷkg mିଷ ⋅ 2.0 ൈ 10ଷm ⋅ 4.0 ൈ 10ଷJ kgିଵKିଵ ⋅ 8 ൈ 10ିଶ K

20 ⋅ 3.2 ൈ 10 s
 

ൌ
64 ൈ 10J mିଶ

64 ൈ 10 s
ൌ 1.0 W mିଶ 

（答え）1.0 W/m2 


